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『女性が輝く日本』の加速度が
増すことを願っております。

地球温暖化防止に伴うクールビズに大賛成ですが
私たちは、

『即座に全員でネクタイを外しましょう」
という大号令には反対でした。

日本人男性のビジネスマナーとオシャレが失われる、
という危機感から考え出されたのが

『ノーブルタイ』と『ビズタイ』という商品でした。

そこで、

女性の社会的地位の向上が、
期待していたほど進行しない現実にです。

どうしてだろう？と掘り下げて行く過程で
思わぬ現実を知りました。

肝心の女性自身が、
社会的地位の向上をそれほど望んでいないのです。

国際情勢や国策に対して、
日本人女性自身のスピリットが追い付いていないことをです。

男女雇用機会均等法の存在を知っていた私たちは
一つの課題に気付きました。

第二次安倍内閣が発足した時

次に、
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スーツを着て社会人一歩を踏み出したのに、、、

実に、全くもって、勿体ない現実があります。

ピッカピカの

『女性が輝く日本』の加速度が
増すことを願っております。

女性が輝く日本の実現に向け
加速度が増すことを心より願っております。

セパレディという新しいシンボル商品の登場により

オフィスレディが
あたり前にスーツを着用する時代が幕を開け

働く女性たちの意識に変革がやってこない限り
大きな進展はないと思えた私たち。

ファッションが人を作ることを知っている私たちは

働く女性たちが男性と同程度のビジネススピリットに
目覚める為の商品開発に着手しました。
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『即座に全員でネクタイを外しましょう」
という大号令には反対でした。
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という危機感から考え出されたのが

女性が輝く日本の実現に向け加速度が増すことを
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セパレディという新しいシンボル商品の登場により

オフィスレディがあたり前に
スーツを着用する時代が幕を開け

そこで、

男女雇用機会均等法の存在を知っていた私たちは
一つの課題に気付きました。

女性の社会的地位の向上が、
期待していたほど進行しない現実にです。

どうしてだろう？と
掘り下げて行く過程で思わぬ現実を知りました。

肝心の女性自身が、
社会的地位の向上をそれほど望んでいないのです。

働く女性たちの意識に変革がやってこない
限り大きな進展はないと思えた私たち。

国際情勢や国策に対して、
日本人女性自身のスピリットが追い付いていないことをです。

ファッションが人を作ることを知っている私たちは

働く女性たちが男性と同程度のビジネススピリットに
目覚める為の商品開発に着手しました。

第二次安倍内閣が発足した時

次に、
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面接の時、入社式の時、社会人一年生成りたての頃、

女性たちの誰もは男性に劣らずの

凛とした仕事服（スーツ）姿です。

大きな意識改革が始まっていた筈なのに、、、、

筈なのに、、、どうしてオフィスレディは

そのスーツを脱ぎ捨ててしまうのでしょうか？

女性たちの内部で学生気分からビジネスパーソンへと
それにより、

社会人デビュー間もなくして

男性から見ますと、女性は服装で、
損をしている部分があると思うのですが、、、、

その後、社会人デビューした多くの女性たちは、

スーツを着用しないオフィスレディ人生へと入っていきます。

男性からどのように映っているのかを
意識したことがあるのでしょうか？

どうしても、自
分たち男性と同
じステージに
立っているとは
思えないのです。

このような感想は、厳しい競争を勝ち抜いて現在に至る
管理職や経営陣になるにつれて強いようです。

一部男性の感想をご紹介しますと、、、、

女性に、プロフェッショナルとか企業戦士と
いう意識を期待するのが無理なのだろうか？

そもそも、

カジュアルの女
性って、プロ
フェッショナルに
見えないので損を
していると思う。

男性と同じに仕
事できても、服装
で軽く見られてし
まっている。

服装に関して（セク
ハラなどで）男性か
らは強く言えない風
潮があります。

先輩（男性）を見
て、自分たちで気付
くべきだと思います。

野球をするなら野球のユ
ニフォーム、サッカーす
るならサッカーのユニ
フォーム着てはじめて仲
間と思ってもらえるわけ
ですよね。

その原理すら分かって
いないように思うのです。

ファッションを楽し
んでいるだけのよう
に思えてならない。
せめて見かけだけで
もそれなりにして欲
しい。

プライベートと職場との
気持ちの入れ替えが出来
ているのだろうか？

カジュアル服で仕事する女
性たちは、

男性からしますと、カ
ジュアル服での勤務は
女性の特権であり、甘
えの象徴としか映りま
せん。
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男性がスーツ姿の職場なのに、女
性は私服でもいいよ、という慣習
は男尊女卑とも言えます。これで
は仕事意識の低さで女性を責める
ことは出来ないと思います。

上下の写真を比べてみてください。
ビジネススピリットとビジネスマ
ナーを強く感じるのはどちらで
しょうか？

大袈裟ではなく、仕事は自分も含
めて家族を守り幸福を達成する人
生そのものと言えます。

仕事には厳しさがあって当然です。
身と心を引き締め全力で挑んでこ
そ企業は社会の競争に勝利し利益
を計上できるわけです。

男性管理職が頭を悩ます問題のひ
とつに女性社員への服装注意があ
ります。

女性はオシャレですから思い思い
のファッションを楽しもうとしま
す。時には華美になったりエロ
チィックになることもあるでしょ
う。

手っ取り早く一発で解決する方法
は、女性にだけ左のような事務服
を支給することです。これは男性
の補助をしていればいいよ、と
言っているようなものです。

女性が男性と同じ品格のビジネス
スピリットとマナーを持つには、
それなりの女性オフィスファッ
ションの誕生が必須だと思うので
す。



ファッションは、
その人のスピリットを醸成する重要なアイテムです。

□スクールタイ＆リボンタイは、
初々しさ、可愛さ、清純さのシンボルです。

いまどきの

企業は、働く女性に『初々しさ』『可愛さ』『清純さ』を求
めているでしょうか？

時代が働く女性に求めているのは、『男性と同品格のビジネ
ススピリット＆ビジネスマナー』ではないでしょうか？

なのに、、、現実にはこういう状態があります。

（厚生労働省の指導に対して、企業側が問題視した働く女性の労働意識内訳）

ファッションは人を作る、と言われていますが、このような事務
服➡（制服）を着せられている女性が陥ってしまう労働者意識と
は？

・仕事に燃えている訳じゃない、
・責任ある地位に就きたいと思わない、
・どうせ結婚するまでの止まり木だから、
・男性の補助で満足している、
・給料安くても楽なほうがいい、
・達成感よりも楽しく仕事したい、

本質的には、
昭和時代と
ほとんど変

わっていない！

保育園児＆幼稚園児

女子高生 女子高生



保育園児＆幼稚園児は、ランドセ
ルを背負って小学生となります。

ピッカピカの一年生 小学生登校風景

それまで小学生だった児童たちは、
中学校の制服を着用することによっ
て、見事に中学生へと急成長を果た
します。

山ガール、農ガールなど、特に女性はファッションからその
世界に入る傾向が強いのも特徴です。

ファッションが、
働く女性の意識を変えてくれる。

ファッションは人をつくる、から、、、

女性が輝く日本、男女共同参画基本法、男女雇用機会均等法、
女性活躍推進法、女性の社会的地位の向上、女性の社会進出、
女性管理職登用、国連女子差別撤廃委員会、などなど、、
数多くの標題が掲げられ法整備が着実に進んでおります。

安倍政権は、2015年、9000億円／年もの『女性が輝く日本』
関連の予算を計上しております。政府なりに出来る限りの

努力を実行していると思うのです。

女性の社会進出度、世界135ヶ国中105位という不名誉な順位が
みるみる急上昇しても不思議ではないと思えるのですが、

実際の現場は遅々とした状況が続いているのではないでしょうか。
大変残念なことです。



『馬川』『馬に水』という言葉があります。
馬を水辺に連れて行っても馬が水を欲していなければ、

馬は水を飲みません。
逆に、喉が渇いてどうしょうもない時、
人も動物も自ら水源を探し当てるでしょう。

政府は幾多の法を整備して
女性の社会進出や活躍を懸命に促しております。

趣旨に賛同するその他多くのNPO法人・団体・企業様も
熱心に活動を展開されていますが、

肝心の女性たちに意識改革が起きない限り、
遅々とした状況を変えるには相応の時間を要すると思われます。

※意識改革を促す有効な提案があります。
女性たちが何の押しつけを抱くこともなく、
喜んですんなりと受け入れて下さる名案がです。

それは、女性たちが最も興味を抱いている
ファッションが持つ魔法の力を借りる方法です。

ランドセルや制服の着用により、
私たちはその効果を誰もが経験しているはずです。

・仕事に燃えている訳じゃない、
・責任ある地位に就きたいと思わない、
・どうせ結婚するまでの止まり木だから、
・男性の補助で満足している、
・給料安くても楽なほうがいい、
・達成感よりも楽しく仕事したい、

（厚生労働省の指導に対して、企業側が
問題視した働く女性の労働意識内訳）

『責任ある地位に就いている女性、意識の高い女性は、
一定の割合で仕事にスーツを選ぶ傾向にあります』

という言葉を実証するアンケート結果が出ています。
（リクルートキャリア）



・調査概要：「上司の服装に関するアンケート」は2015年2月5日～12日、
インターネット上で実施。

対象は、：（上司）20代～50代で年収600万円以上の
課長以上の役職につく正社員

・女性管理職の７６.４％が、

『服装にとても気を使っている、
やや気を使っている』と答えました。

・服装に気を使っている女性管理職の88.４％が、

仕事上の業績・成果目標に対して
『充分に達成している、やや達成

している』と答えました。

・服装に気を使っていない女性管理職の４２％が、

仕事上の業績・成果目標に対して
『まったく達成していない』と答えました。

・服装に気を使っている女性管理職の8５.９％が、

勤務先から『充分評価されている、
やや評価されている』と答えました。

・服装に気を使っている女性管理職の９１％が、

『部下との人間関係が良好である』と答えました。

・服装に気を使っている女性管理職の８５.９％が、

『部下との報連相がしっかり成されている』と答えました。

責任ある地位に就いている女性、志の高い女性は、
スーツorジャケットを着用しています！
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ぐんま女性議員 東京研修

愛媛の女性議員が全員集合し、
高木衆議院議員と、

2014年 女性閣僚

2016年 女性活躍推進本部
加藤大臣に提言書提出



全員がスーツ姿です。
決して偶然とは言え
ないと思います。

女子大学の女性学長たち

英国 メイ首相

女性活躍を推進させよう、というキャンペーン写
真の女性たちも皆スーツ姿です。

男性と同格に活躍して欲しい、と願った場合に選ぶ
ファッションは、スーツ or ジャケットである筈です。

ファッションと意識が同体であるこれだけ歴然と
した事実があります。
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こんなに似合っていたのに、、、、
どうしてスーツを着なくなって

しまうのでしょう？



オフィスレディは何故、
就活スーツを脱ぎ捨てるのでしょう？

胸元が寂しいからです！

女性ならば ・ ・ ・ こんな思い、一度は経験したはずです。

・下の写真は、たぶん同期のお仲間だと思いますが、盛り上がって熱くなってきたのでしょう。

・男性は上着を脱いでもネクタイがありますので、ビジネスモードを充分に保てます。

・男性は上着を脱いでいますが、女性はみな着たままです。 どうしてなのでしょう？

→ 正装感もオシャレ感も失いません。←ネクタイがあるからです。

＜男性の場合＞
たとえ、上着を脱いでも胸元にある1本のネクタイが
ビジネスマナーとオシャレ感を演出してくれています。

例えネクタイをゆるめても
最低限度のビジネスモードと
オシャレが保たれています。

女子がジャケットを脱いだら下の写真のようになってしまいます。

上着を脱ぐと普段着と
か室内着に見えてしま
います。
おばさんファッション
に近いとも言えます。

女なら誰だって、美しくあ
りたいですし華やかに見
せたいものです。

社内でこんな地味な格好
してるところ、男性に見ら
れるのはイヤです。

女なのに、ネックレスもブ
ローチもつけられないな
んて・・・悲しくなります。
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シャネルは女性の社会進出に大貢献した！
でもやり残していたことがありました。

『目的あるファッション（Fashion with purpose）』

男性の特権だったスーツ、ズボン、ワイシャツを

シャネルは積極的に自らのファッションに採り入れた

？

レディースネクタイ

シャネルは２つの世界大戦を経験しています。

第一次世界大戦のころ

女性が社会に出て働くことはタブーでした。

シャネルは女性ファッションに革命をもたらし

女性の社会進出に大貢献を果たしました！

そのシャネルがたった一つやり残したことがあります。

それは女性用ネクタイの開発でした。

女性用ネクタイが存在しないことを

ファッション業界の不思議と思っている人もいるが、
それは単に、彼女が積極的に売り出していたイミテーションパール（宝飾品）を

優先的に販売したかっただけなのでは？と思えてなりません。

もしも、、、、あの時代

シャネルが発表していたら

ブレザーやズボンやシャツがそうであるように、



現代に生きる

ネクタイを着用していたに違いないと思うのです。

世界中の働く女性たちがあたり前に

ネックウェア

女性用ネックウェアが存在しないことの方が、
不自然に思えるのです。

これだけ多様化している現代に

女性は男性の何倍も何十倍もオシャレなはず。
その女性の胸元が、ずっと寂しいままなのです。

ファッションが持つ魔法の力で、
人の意識は変わります。

＜現状＞



＜目指す近未来＞

アメリカのデータで、93%のビジネスマン、94%のビジネス
ウーマンは、相手がジャケットを着ていることで、ポストを
高く評価するという結果が出ています。

『目的あるファッション（Fashion with purpose）』

アメリカの心理学者
フィリップ・ジンバルド博士の実験

第９話 舞台は人生だ より転載

公募した24名を任意に二つのグールプに分けた。

一つのグループは囚人役、 もう一つのグループは看守役

日々、それぞれ役柄の衣装を着せているだけで、、、、、

囚人服を着ているグループは、罪を悲観するように卑屈な態度
をとるようになった。

看守服を着ているグループは、上から目線の命令口調の態度を
とるようになった。



ミリオンセラー（新潮新書）

著者 竹内一郎様

教授・脚本家・舞台演出家

人は見た目が９割

私は舞台演出の現場で、ジンバルト氏が行っ
た実験と同じ現象を数多く見て来ました。

メイクや衣装で見栄えが違って見えるのは
当たり前のことなのですが、

衣装により歩き方、話し方、所作などに変化
が現れるのです。

果てはと言いますと、、、、何と、思考パター
ンまでもが、それなりに変わって行くのです。

このように、人は服装により人格の一部に変
化が出て来る訳です。

働く女性のファッションを変えることにより、
意識革命がやって来るという大関さんの発想
は理に適っていると思います。

今まで無かったのが不思議です。
それだけ自然に見えます。



Sepa-Lady



Sepa-Lady

今まで無かったのが不思議です。
それだけ自然に見えます。

セパレディ ネクタイ タイプ

『目的あるファッション（Fashion with purpose）』

セパレディ スカーフ タイプ



どうでしょう？ 見慣れますとセパレディのない
オフィスレディに不自然さや物足りなさを感じませんか？



シャネルがやり残していた
女性ネックウェアの開発

２１世紀、日本から世界へ
『目的あるファッション』を発信する！

世界中のオフィスレディが セパレディの登場を待ち焦がれています。
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視覚直感認識で人格を識別できます。
『服装の乱れは心の乱れ』は不朽の名言です。



もしも、ローマ法王がジャージ姿で現れたら、
信者は彼に神を信じられるでしょうか？

人は、８７％の視覚直観認識で第一印象を決定します。

ファッションは自分のためならず、、、
お相手へのマナーでもあります。



普通の服を着ている警察官は
ただの男に過ぎない。

奴は制服を着て警察官になれる。

マーク・トゥエイン（米国作家）

『服装の乱れは心の乱れ』は不朽の名言です。

一流のおもてなしは、ファッションから


